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水害（洪水）のときには
高い位置に避難してください

　近年、北海道でも台風の接近や上陸、集中豪雨により、河川の氾濫や土
砂災害が起こり、各地で甚大な被害が発生しています。このような災害
は三笠市でも発生する可能性があります。
　豪雨や堤防が決壊すると、低い位置にある避難所が浸水することも見
込まれるため、高い位置にある避難所へ避難しなければなりません。
　幾春別地区では幾春別市民センターと幾春別消防センターを避難所とし
て指定していますが、低い位置にあり浸水する恐れがあるため、水害のとき
には高台にある弥生市民センターか唐松市民センターへ避難してください。
　水害のときの避難所は下表のとおりです。避難所には早めに避難する
とともに、車で避難されるときは高い位置に向かって避難してください。

地区 水害時の避難所 所在地 避難対象区域

岡山
萱野

萱野中学校 萱野192-1
岡山、萱野
大里の一部（萱野側）

三笠

山の手市民センター 高美町448-8

大里の一部（三笠側）、いちきしり、川内、達布、本郷
町、宮本町、榊町、若松町、堤町、幸町、多賀町、本町、
美和、高美町、柏町、有明町、若草町、美園町、清住町

美園市民センター 美園町72-5

ふれあい健康センター 高美町444

三笠小学校 本郷町485-1	

三笠中学校 本郷町484-2

幌内 幌内市民センター 幌内金谷町31-4
初音町、新栄町、住吉町、北星町、金谷町、春日町、幌
内町１丁目・２丁目・３丁目

唐松 唐松市民センター 唐松常盤町310-1
唐松町１丁目・２丁目、栄町１丁目・２丁目・３丁目、
東清住町、千代田町１丁目・２丁目、青山町、常盤町、
緑町、春光町

弥生 弥生市民センター 弥生橘町72-8	
弥生町１丁目・２丁目・３丁目、橘町、柳町、藤枝町、
花園町、桃山町、桜木町、並木町、栗丘町の一部

幾春別

弥生市民センター 弥生橘町72-8	 千住町、滝見町、幾春別町１丁目・２丁目・３丁目・
４丁目、錦町１丁目・２丁目、奔別新町、中島町、栗
丘町の一部、山手町、川向町、西桂沢、桂沢唐松市民センター 唐松常盤町310-1

※この一覧表は水害のときの避難所を示したものであり、このほかの災害では、平成29年度に配付した「防
　災ハザードマップ」に示している避難所へ避難してください。

水害のときの避難所一覧

このページを分かりやすいところに貼っておくと便利です
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【問合先】生活安全センター交通防災係☎②7777

危険度ごとに区
分して避難情報
などをお知らせ
します

　国は、西日本豪雨を教訓として「避難勧告等に関するガイドライン」を改定し、市が
発令する避難情報や気象庁などによる防災気象情報について、危険度ごとに区分して
警戒レベルを定め、危険度に応じて避難のタイミングをお伝えすることになりました。
　なお、市が発令する避難情報は、愛の鐘の放送のほか、広報車の巡回などによりお知
らせします。

避難情報

警戒
レベル

避難情報など 住民がとるべき行動の事例

警戒レベル５
（市が発令）

災害発生情報
すでに災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

警戒レベル４
（市が発令）
全員避難

避難勧告 、避難
指示（緊急）

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が、危険と思わ
れる場合は、近くの安全な場所や、自宅内
のより安全な場所に避難しましょう。

警戒レベル３
（市が発令）
高齢者などは

避難

避難準備 ・ 高齢
者など避難開始

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害
のある方、乳幼児など）とその支援者は避
難しましょう。そのほかの人は、避難の準
備を整えましょう。

警戒レベル２
（気象庁が発表）

洪水注意報 、大
雨注意報など

避難に備え、ハザードマップなどにより、
自らの避難行動を確認しましょう。

警戒レベル１
（気象庁が発表）

早期注意情報 災害への心構えをしてください

警戒レベルごとの避難情報と防災気象情報

　この表は、自らの判断で避難行動をとっていただくときの参考にするための情報です。また、表で示すレ
ベル１の次にレベル２という順番で発令や発表が行われるとは限りません。
　なお、警戒レベル５の災害発生情報は、災害が発生していることを把握した場合に、可能な範囲で発令す
るもので、警戒レベル４の避難指示（緊急）は、地域の状況に応じて緊急的または重ねて避難を促す場合など
に発令するものです。どちらも、必ず発令するというものではありません。
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　三笠市では災害時に避難された方の生活を確保するため、食糧や暖房、照明などの整備を
進めており、加熱や水が不要でそのまま食べられる食糧や、電力供給のための発電機、照明器
具となるLED投光器やLEDランタンなどを備蓄しています。
市が保有する主な備蓄品
●食糧など…長期保存食（加熱や水が不要でそのまま食べられるもの）、栄養補助食品（えい
ようかん）、粉ミルク、液体ミルク、飲料水
●電気器具…発電機（ガソリン・ガス）、延長コード、コードリール
●照明器具…LED投光器、LEDランタン（懐中電灯としても使用可）
●暖房…移動式石油ストーブ
●生活用品…毛布、生理用品、紙おむつ（大人用・幼児用）、哺乳瓶一式、
　寝袋
●その他…簡易ベッド、ダンボールベッド、エアマット

防災気象情報

【警戒レベル相当情報の例】

警戒レベル5相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報 など

警戒レベル4相当情報

氾濫危険情報
土砂災害警戒情報 など

警戒レベル3相当情報

氾濫警戒情報
洪水情報 など

（国土交通省、気象庁、都
道府県が発表）

これらは、住民が自主的に
避難行動をとるために参
考とする情報です。
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ダンボールベッド
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